
河川における河道掘削や調節池の整備、流

域における雨水貯留浸透施設の設置を強力

に進めます。

また、河川からの溢水・越水が発生したとし

ても、できるだけ決壊には至らぬよう、堤防

構造の強化対策を推進します。

７ 流域治水対策
り ゅ う い き ち す い た い さ く

気候変動による水災害リスクの増大に備えるため、河川・下水道管理者等による治

水に加え、あらゆる関係者により流域全体で行う治水が「流域治水」です。

治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と

河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、

①氾濫をできるだけ防ぐ対策 ②被害対象を減少させるための対策 ③被害の軽減・

早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進めていきます。

流域治水とは
り ゅ う い き ち す い

『埼玉県砂防関係施設整備計画』に基づ

き、要配慮者利用施設や避難所等を有す

る箇所の整備を優先的に推進していき

ます。

県内の降雨状況や河川の水位、河川監視

カメラ画像等のリアルタイム情報を迅速か

つ正確に伝達するため、水位計及びカメ

ラの設置や水防情報システムを適正に維

持・運用しています。

排水機場や水門等施設を適切に管理す

ることで、大雨及び台風等の洪水時に運

転操作が確実にできるよう備えるもので

す。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

「いのちとくらしを守る土砂災害対策」の推進

水害リスク情報の充実
排水機場の機能保全

（排水機場の耐震化、耐水化）

出典：国土交通省資料より河川砂防課作成

R５実施内容
じ っ し な い よ う

野通川


